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氏 名  田畑 裕幸                                   （平成 26 年 9 月 日現在） 

 

学術論文 

・論文（査読のあるもの。学会などの抄録などは除く） 

・本学学生が著者に含まれているものは赤字で記載 

・2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載 

（論文） 
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ATPase. Hybridoma 30(2): 199-203, 2011. 

 

Kawamura N, Tabata H, Sun-Wada GH, and Wada Y: Optic nerve compression and retinal 

degeneration in Tcirg1 mutant mice lacking the vacuolar-type H-ATPase a3 subunit. PLoS One 

5(8) e12086, 2010. 
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2006 年以前 4 報 
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著書 著書（2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載。） 

（著書） 

 

 

該当なし 
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学会発表等 

・2007 年以降における招待講演演者やシンポジスト 

・2007 年以降における国際学会（国内外での開催を問わない）のうち発表者である

もの（共同研究者の場合は除く） 

・2007 年以降における本学学生が発表者となっている学会発表（学生が共同研究者

の場合は除く） 

（招待講演） 

 

(シンポジスト) 

 

 

（国際学会） 

 

 

（学生発表） 

 

 

該当なし 

 

該当なし 

 

 

該当なし 

 

 

該当なし 
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助成金・特許 

・2007 年以降に交付された競争的資金（研究助成金の名称と種別、課題、交付年度、

代表者・分担者の別） 

・2007 年以降の特許 

(競争的資金) 

１ 

 

 

（特許） 

 

 

日本学術振興会 科学研究費(若手研究(B))「栄養膜幹細胞の増殖シグナルに関わる酸

性オルガネラ膜融合因子（Vam8）の役割」、平成 25 年~平成 26 年、研究代表者 

 

 

該当なし 
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社会活動 

2007 年以降の社会における活動等（学会や公的機関の委員や役職など。ただし、学

内や学園内の委員・役職などは除く） 

2007 年以降のその他の社会活動（教育機関や公的機関における講演依頼など） 

（社会活動） 

1 

 

 

日本薬学会ファルマシアトピックス専門小委員 （2011 年 4 月～2014 年 3 月）  
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賞 2007 年以降に受賞した賞 

 該当なし 

 


